
令和３～５年度 探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業

三原市立第二中学校区の取組

三原市立第二中学校

児童生徒が主体的に探究し、資質・能力を高め合う学びの創造
ー生活科・総合的な学習の時間におけるプロジェクト型学習の考え方を基にしてー

三原市立三原小学校

三原市立中之町小学校三原市立深小学校

三原市立鷺浦小学校



報告内容

１．三原市立第二中学校区と研究主題

２．二中校区版プロジェクト型学習

三原だるまプラン～ちょっと好き からの もっと好き～

３．成果と課題をもとにした授業改善

４．継続と進化をめざした今後の取組



１．三原市立第二中学校区と研究主題



三原市立第二中学校区

三原小学校
児童４７７名

中之町小学校
児童３０１名 深小学校

児童２１名

鷺浦小学校
児童１３名

第二中学校
生徒３７１名

小学校４校 中学校１校

注：児童・生徒数は令和５年12月１日のデータ



児童生徒が主体的に探究し、
資質・能力を高め合う学びの創造

～生活科・総合的な学習の時間におけるプロジェクト型学習の考えを基にして～

三原市立第二中学校区の研究主題

「主体性」



三原市教育創造基本理念
志を抱き、

その実現に向けて考え、
行動できる

未来の創り手の育成

【思考】
達成や解決の
方法を考える

【認識】
目標をもつ

課題を把握する

【行動】
達成や解決の

ための行動をする

二中校区の「主体性」３要素



小１・２小３・４小５・６

中１・２ 中３

三原市教育基本理念



児童生徒が主体的に探究し、
資質・能力を高め合う学びの創造

～生活科・総合的な学習の時間におけるプロジェクト型学習の考えを基にして～

三原市立第二中学校区の研究主題

必要感
主体性

達成感
成長の実感

楽しみ
夢中



三原だるまプラン
～ちょっと好き からの もっと好き～

２．二中校区版プロジェクト型学習

からの ずっと好き♡



⑥ショック

①探究テーマ設定
②仮の探究課題設定
③学習の計画
④ルーブリック設定
⑤探究

⑦真の探究課題設定
※必要に応じて
ルーブリック修正

⑧探究
⑨まとめ・表現（評価）

三原だるまプランの単元構成

ちょっと好き♪

もっと好き♡ ★探究課題の自分ごと化

ショックから思いを引き出す「課題の更
新」

仮の探究課題→ →真の探究課題

★目標の具体化・成長の可視化
みんなで考えた「ルーブリック評価」
めざす姿を具体化→全員の共通認識
A：目標を大きく達成した姿
B：目標を概ね達成した姿

ずっと好き♡♡ 地域の人・もの・ことと関わる学習単元

ショック 思い



みんなで考えた ルーブリック評価

低 中 高

学校ルーブリック

子どもルーブリック

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

ふさわしい言葉を選択 Bの姿からAの姿を設定

だるまプラン
ポイント①

二中校区ルーブリック



児童の実態から修正案を作り

学級で話し合って

修正完了！

話すときに、図を指
しながら、相手の方
にむかって「～です
よね？」とか言えた
らA！



ショックから思いを引き出す課題の更新

★どっきりタイプ★
未知の事実との出合い

★びっくりタイプ★
予想と現実のずれへの気付き

・秋は自然の宝物がたくさんあるん
だね！すてきな季節だね。（１年）

・自分たちが想像した以上にこだわ
りをもってソースづくりに取り組ん
でおられる！すごい！（４年）

・三原にしかないすてきがこんな
にたくさんあるなんて！（２年）

・ついに神明市開催！地域のみな
さんもわたしたちも神明市の開催
が楽しみ！（３年）

・地域の方々は私たち子どもに期
待してくれている！（６年）

★がっかりタイプ★
予想通り（しかし残念）

・ニュースで見た通り、今年もタ
コの漁獲量は低いんだ…（５年）

・やっぱり三原の人口は減ってい
るんだな…（６年）

～したい ～しなきゃ

だるまプラン
ポイント②



ショック一発型 ショック多発型 ショックいきなり型

題材の特性や児童の実態に応じて…

ショック
いきなり多発型

前
年
度
ま
で
の
学
習



年間４回の推進協議会と、定
期的に研究推進リーダーの学
校訪問を実施！
状況に応じて授業参観や指導
案検討を行いました。

校区内で探究だよりを
共有！３年間で40枚発
行しました。
（R5.12月末時点）

三原小学校教育研究会で
全校がポスター発表！３年
間の成果を披露しました。

積極的に地域とかかわり、
教材研究をしました。



３．成果と課題をもとにした授業改善



二中校区アンケート

キーワード 質問項目

１ 認識 将来の夢や目標をもっている。

２ 思考・行動 授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる。

３ 行動 自分で決めたことはやり遂げるようにしている。

４ 探究

【小１・２】生活科の授業では、自分たちで課題を立てて、やってみたり、調べたり
し、まとめたことを発表するなどの学習をしている。
【小３以上】総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて、情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。

５ 地域
【小１・２】学校がある地域のよいところを知っている。
【小３以上】地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。

主
体
性

４・５月 ７月 １２月 ２月



学年末のみのアンケート追加項目

キーワード 質問項目

１ 成長の実感 生活科・総合的な学習の時間を通して、成長することができた。

２ 楽しみ 生活科・総合的な学習の時間を楽しむことができた。

２月

肯定的回答
88.9％

否定的回答
11.1％

肯定的回答
90.2％

否定的回答
9.8％

注：令和５年２月の結果

1 2



年間を通した記述からの見取り

キーワード 評価項目

１ ショックの有効性 ショックを通して、挑戦したこと、がんばったことを記述している。

２ 成長の気づき 学習を通して自分自身の資質・能力が成長したことを記述している。

２月

記述あり
83.8％

記述なし
16.2％

記述あり
69.0％

記述なし
31.0％

注：令和５年２月の結果

1 2



授業改善のポイント

課題設定 評価

学び合い



課題設定 主体的に課題を設定し、取り組み、
最後までやり切らせるために…

自己決定
相手意識
目的意識



行き先を自分で選択した
２年生のまちたんけん

市役所の方と思いを共有した
６年生の夢ムービー制作

自分たち
の思い

子育て支
援課の方
の思い

楽器屋さん フリースペース お茶屋さん 飲食店



学び合い 意見を関わり合わせ、楽しみながら
深い学びへとつなげていくために…

つなぎ
発言

ファシリテ
ーション



意見の比較・関連付けを
目的としたつなぎ発言

ファシリテーション
４つのスキル

メリット①
発表をよく聞く
ようになる！

メリット②
思考の整理が
しやすくなる！

参考文献：堀 公俊（2004）「ファシリテーション入門」日経文庫

つな
げる

引き
出す

整理
する

まと
める



評価 活動の中で自分の状態を確認しながら、
自分の成長を実感させるために…

評価基準の
設定と共有

方法・視点
タイミング



資質・能力の育った姿を
学級のみんなで共有

評価方法の工夫

動画や写真から
活動中の様子を
みんなで確認！



自己評価の視点

自己評価のタイミング

知識
技能

４つ
の力

相互
評価

感想

１時間ごとの振り返り（ノート・ワークシート）

内容のまとまりごとの振り返り（OPPA）



ジャムボードを活用した例
クラスルーム・アンケート機能を活用した例

スプレッドシートを活用した例



４．継続と進化をめざした今後の取組

取組のブラッシュアップ
計画のスリム化



①育成を図る資質・能力の整理

生活科・総合的な学習の時間の全体計画の修正
学校ルーブリックへの反映・校区内での共有



②人材バンク作成 ③生活・総合カレンダー作成

お世話になった学年・内容
住所・電話番号・担当者さんなど

R５の活動内容・外部との連携
来年度へのアイデア



ありがとうございました
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